
本号外では、環境大臣・内閣府特命担当大臣（原子力防災）に就任した石原ひろたかさんを特集します。

衆議院議員衆議院議員

さんさん石原ひろたか石原ひろたか
内閣府特命担当大臣内閣府特命担当大臣

に就任に就任
（原子力防災）（原子力防災）

石
原
宏
高

環
境
大
臣

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
原
子
力
防
災
）

衆
議
院
議
員

　
こ
の
度
、
令
和
７
年
　
　
　
　
　
に
日
本
の

憲
政
史
上
初
の
女
性
総
理
と
な
ら
れ
た
高
市

早
苗 

第
　 

代
内
閣
総
理
大
臣
よ
り
環
境
大
臣

及
び 

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
原
子
力
防
災
）

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

104

10

21

　
こ
の
よ
う
な
大
役
を
頂
い
た
の
も
、
全
て
は

皆
さ
ま
の
日
頃
よ
り
の
ご
指
導
の
賜
物
で
す
。

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
父
・
石
原
慎
太
郎
が
約
　
年
前
に
務
め
て
い

た
職
で
も
あ
り
ま
す
。
当
時
と
は
環
境
に
関
す

る
課
題
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
父
を

目
指
し
、
ま
た
超
え
ら
れ
る
よ
う
職
務
に
ま
い

進
す
る
所
存
で
す
。

　
さ
て
、
環
境
省
は
、
人
の
命
と
環
境
を
守
り

環
境
・
経
済
・
社
会
を
統
合
的
に
向
上
さ
せ
る

こ
と
で
、
持
続
可
能
な
未
来
を
創
造
す
る
と
い

う
崇
高
な
使
命
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
私
は
、

こ
の
理
念
の
も
と
、
政
府
全
体
の
環
境
政
策
を

力
強
く
牽
引
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
高
市
総
理
よ
り
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

再
生
の
着
実
な
実
施
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
推

進
、
国
立
公
園
等
の
観
光
資
源
と
し
て
の
更
な

る
活
用
、
追
加
的
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対
策
、
原
子

力
防
災
体
制
の
充
実
・
強
化
、
気
候
変
動
問
題

に
関
す
る
国
際
会
議
へ
の
対
応
な
ど
の
ご
指
示

も
踏
ま
え
、
人
の
命
と
環
境
を
守
り
つ
つ
、
持

続
可
能
な
未
来
を
つ
く
る
た
め
に
環
境
省
・
内

閣
府
職
員
と
力
を
合
わ
せ
、
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
の
ご
指
導
を
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

50

、

月

日

環境大臣環境大臣

号 外

友だち登録を
お願いします

▲ 10/21 高市内閣 初閣議 ▲ 10/21 官邸から呼込の電話▲ 10/21 辞令書

復興･再生の着実な実施に向け 内堀雅雄 福島県知事と意見交換
▼ 10/23 大臣就任後初出張

▲ 10/25 第37回「星空の街・あおぞらの街」全国大会

▲ 11/6 本会議場にて▲ 11/7 衆議院予算委員会答弁

環境大臣・内閣府特命担当大臣（原子力防災）として環境大臣・内閣府特命担当大臣（原子力防災）として

YouTubeは

こちらから！

自由民主党東京都第三選挙区支部 〒140-0014 東京都品川区大井1-22-5 八木ビル7階 ☏ 03(3777)2275自由民主党東京都第三選挙区支部 〒140-0014 東京都品川区大井1-22-5 八木ビル7階 ☏ 03(3777)2275

石原ひろたかさんの政策や政治信条

国会や地元・品川での活動を皆さんに

お届けする公式ＬＩＮＥを始めました。

ぜひ友だち登録をして、石原ひろたか

さんの生の声をお聴きください。

▼ 10/22 新旧大臣引継ぎ

▲ 10/22 大臣就任記者会見

〈１〉 令和7年(2025年)11月21日（金曜日）
令和7年(2025年)11月21日（金曜日）〈４〉

▲ 11/8 愛媛県伊方地域を
対象とした原子力総合防災訓練に向け
中村時広 愛媛県知事と高門清彦 伊方町長と意見交換



昭和３９年６月１９日生まれ。慶應義塾大学経済学部卒。日本興業銀行、みずほ銀行勤務を経て、平成17年東京三区より衆議院議員に
初当選。これまで内閣総理大臣補佐官（国家安全保障に関する重要政策、核軍縮・不拡散問題担当）、環境副大臣、内閣府副大臣、外務大臣
政務官、衆議院環境委員長、自民党 報道局長、党 離島･半島振興特別委員会委員長、党 環境･温暖化調査会 事務局長を務める。
令和７年１０月２１日より環境大臣・内閣府特命担当大臣（原子力防災）、当選６回

石原ひろたか 　プロフィール石原ひろたか 　プロフィール

　 

令
和
７
年
　 

月
９
日 

及
び 

　
日
に
八
丈
島
・
青
ヶ
島
な
ど
伊
豆

諸
島
に
猛
威
を
振
る
っ
た
台
風 

　
号
・
　
号
に
よ
っ
て
被
災
さ
れ
た

皆
さ
ま
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
台
風
　 

号
が
通
過
し
た
　 

月
　 

日
、
私
は
被
災
状
況
を
視
察
す

る
た
め
八
丈
島
を
訪
れ
ま
し
た
。
島
民
の
方
々
か
ら
当
時
の
状
況
や

避
難
施
設
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
お
伺
い
し
、
流
木
や
土
砂
が
流
れ

込
ん
だ
末
吉
地
区
も
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
、
東
京
都
と
連
携

し
将
来
的
に
砂
防
ダ
ム
の
設
置
な
ど
根
本
的
な
対
策
を
講
じ
る
必
要

が
あ
る
こ
と
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

台
風
　 

号
・
　
号
に
つ
い
て

22

23

　
ま
た
、
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
要
望
に
つ

い
て
も
各
団
体
（
建
設
・
農
協
・
漁
協
）
の

方
々
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　 

　
月
　 

日
、
台
風
　 

号
・
　
号
に
よ
り

被
害
を
受
け
た
八
丈
町
と
青
ヶ
島
村
は
局
地

激
甚
災
害
（
局
激
）
に
指
定
さ
れ
る
見
込
み

と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
環
境
省
で
は
職
員

を
八
丈
町
に
派
遣
し
、
災
害
廃
棄
物
の
処
理

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
局
激
に
指
定
さ
れ

れ
ば
、
災
害
廃
棄
物
の
処
理
費
用
に
つ
い
て

は
約
９
割
が
国
費
で
賄
わ
れ
、
八
丈
町
と
青

ヶ
島
村
の
実
質
的
な
負
担
は
約
１
割
程
度
と

な
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
八
丈
町
・
青
ヶ
島

村
の
復
旧
・
復
興
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
環
境
省
と
し
て
災
害
廃
棄
物
の
処
理
が
円

滑
に
進
む
よ
う
関
係
各
所
と
連
携
し
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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22

23
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▲ 10/14 東京八丈島 台風22号･23号 被害状況視察

石田ひでお石田ひでお三宅正彦三宅正彦 せりざわせりざわ裕次郎裕次郎
ゆうじろうゆうじろう

島しょ部選出島しょ部選出 品川区選出品川区選出

渡辺ゆういち渡辺ゆういち

品
川
区
議
会
議
員

品
川
区
議
会
議
員

西村なおこ西村なおここしば新こしば新まつざわ和昌まつざわ和昌 えのした正人えのした正人 澤田えみこ澤田えみこ

東
京
都
議
会
議
員

東
京
都
議
会
議
員

品川のため、島のために！全力で働きます！
石原ひろたか　  と一緒に

敬称略

さ んさ ん

さん

〈 3〉 令和7年(2025年)11月21日（金曜日） 令和7年(2025年)11月21日（金曜日）〈２〉 

　
ク
マ
対
策
に
つ
い
て
は
、
人
身
被
害
が
深
刻
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
①
緊
急
銃
猟
に
係
る
具

体
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
や
教
訓
、
事
例
を
自
治
体
へ
共
有

す
る
な
ど
「
今
す
ぐ
対
応
す
べ
き
こ
と
」、
②
来
春
に

向
け
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
等
、
捕
獲
者
の
当
面

の
確
保
な
ど
補
正
予
算
も
活
用
し
な
が
ら
「
短
期
的

に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
」、
③
科
学
的
デ
ー
タ
に
基
づ

く
個
体
数
の
適
切
な
管
理
手
法
、
新
技
術
の
活
用
、

長
期
的
な
人
材
確
保
な
ど
に
来
年
度
予
算
も
活
用
し

「
中
・
長
期
的
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
」、
の
３
段
階

で
至
急
対
策
を
強
化
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
対
策

の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
現
場
の
声
が
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
地
方
環
境
事
務
所
等
を
通
じ
て
環
境
省

へ
自
治
体
の
意
見
を
集
約
す
る
よ
う
指
示
も
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
わ
せ
て
関
係
省
庁
と
の
連

携
も
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ク
マ
被
害
対
策
等

に
関
す
る
関
係
閣
僚
会
議
を
開
催
し
、
そ
の
上
で

と
り
ま
と
め
た
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
速
や
か
に
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
環
境
省
と
し
て
、
ク
マ
対
策
を
し
っ
か
り
と
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

、

ク
マ
対
策

お
よ
び
関
係
業
界
と
の
協
力
の
下
、
継
続
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
国
内
資
源
循
環
の
推
進
を
通

じ
て
、
自
動
車
産
業
の
国
際
競
争
力
の
維
持
・
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
わ
が
国
の
経
済
安
全
保
障
へ
の

貢
献
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
自
然
環
境
保
全
と
公
害
対
策
に
つ
い
て
は
、 

国
立

公
園
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
環
境
保
全
や
自
然
共
生

サ
イ
ト
の
認
定
促
進
へ
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

水
俣
病
な
ど
の
公
害
健
康
被
害
対
策
や
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の

問
題
に
関
し
て
も
着
実
に
対
処
し
ま
す
。

　
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
は
、
環
境
へ
の
影
響
が
大
き
い
無

秩
序
な
開
発
は
規
制
し
つ
つ
、
必
要
な
太
陽
光
発
電

と
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
な
ど
新
型
電
池
の
既

存
の
工
場
屋
根
や
屋
根
据
置
型
の
活
用
を
推
進
す
る

こ
と
で
、
土
地
利
用
型
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
へ
の
依
存
度

を
下
げ
る
よ
う
関
係
省
庁
と
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す

　
ま
た
、
国
際
的
取
り
組
み
、
地
球
環
境
問
題
へ
の

国
際
交
渉
に
お
い
て
も
責
任
を
持
っ
て
対
処
し
ま
す

　
高
市
総
理
の
ご
指
示
を
踏
ま
え
、
政
府
全

体
の
環
境
政
策
を
推
進
し
ま
す
。

　 

第
一
に
、 

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

再
生
は
環
境
省
の
最
重
要
課
題
で
す
。
除
染

や
中
間
貯
蔵
、
汚
染
廃
棄
物
処
理
を
進
め
、

２
０
４
５
年
３
月
ま
で
の
福
島
県
内
除
去
土

壌
等
の
県
外
最
終
処
分
を
実
現
し
ま
す
。
ア

ル
プ
ス
処
理
水
の
海
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
も
原

子
力
規
制
庁
と
協
力
し
て
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
能
登
半
島
の
公
費
解
体
や
災
害
廃
棄
物

処
理
を
支
援
し
、
一
日
も
早
い
生
活
再
建
と

創
造
的
復
興
を
目
指
し
ま
す
。

　
次
に
、
気
候
変
動
対
策
と
脱
炭
素
に
関
し

て
は
、
脱
炭
素
と
経
済
成
長
の
同
時
実
現
に

向
け
、
新
た
な
Ｎ
Ｄ
Ｃ
・
地
球
温
暖
化
対
策

計
画
に
基
づ
く
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

循
環
経
済
へ
の
移
行
を
国
家
戦
略
と
し
て
進

め
、
経
済
安
全
保
障
や
産
業
競
争
力
の
強
化

地
方
創
生
に
貢
献
し
ま
す
。
本
年
、
令
和
７

年
３
月
に
取
り
ま
と
め
た
自
動
車
向
け
再
生

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
市
場
構
築
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
の
実
現
に
向
け
、
自
動
車
向
け
再
生
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
安
定
供
給
体
制
の
構
築
を
目
指

し
、「
再
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
集
約
拠
点
」
の

検
討
を
開
始
い
た
し
ま
す
。
循
環
経
済
へ
の

移
行
加
速
に
は
、
国
内
に
お
け
る
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
体
制
の
整
備
と
拡
充
が

不
可
欠
で
す
。
経
済
産
業
省
等
の
関
係
省
庁

環
境
政
策
に
つ
い
て

、

。。

　「石
原
ひ
ろ
た
か 

さ
ん
に
よ
る
環
境
大
臣

　・内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（原
子
力
防
災
）

　 
と
し
て
の
取
り
組
み
」

　
「
石
原
ひ
ろ
た
か 

さ
ん
に
よ
る
環
境
大
臣

　
・
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
原
子
力
防
災
）

　 
と
し
て
の
取
り
組
み
」

・

、

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

　
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
に
よ
る
発
火
・
火
災
は

早
急
な
対
応
が
必
要
な
社
会
的
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
同
時
に
、
こ
れ
に
含
ま
れ
る
有
用
金
属
の

再
資
源
化
は
、
経
済
安
全
保
障
と
産
業
競
争
力
強

化
に
直
結
す
る
重
要
な
施
策
で
す
。
こ
う
し
た
状

況
を
踏
ま
え
、
関
係
省
庁
が
緊
密
に
連
携
し
、
火

災
防
止
と
再
資
源
化
推
進
に
向
け
た
対
策
を
ス
ピ

ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
る
た
め
、
令
和
７
年

       

、「
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
総
合
対
策
関
係

省
庁
連
絡
会
議
」
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。
第
１

回
会
合
で
は
、
関
係
省
庁
が
一
体
と
な
っ
て
国
民

事
業
者
へ
の
周
知
啓
発
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

各
省
庁
の
実
効
性
の
あ
る
取
り
組
み
を
結
集
し
、

年
内
を
目
処
に
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
取
り
ま
と
め

る
予
定
で
す
。

　
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
身
の
回
り
の
充

電
式
製
品
に
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
が
使
用
さ
れ

て
い
る
か
確
認
の
上
、
衝
撃
や
圧
力
を
避
け
、
充

電
は
目
の
届
く
場
所
で
行
う
な
ど
安
全
に
ご
使
用

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
住
ま
い
の
自
治
体
の
ル
ー

ル
に
従
い
、
正
し
く
廃
棄
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

31
日

10
月


